令和６年度第１回大野城市民読書活動推進委員会　会議録

日　時　令和６年９月６日（金）10：00～11：45
場　所　市役所本館２階212会議室
出席者　部会員　菊池正男会長、森部敦子副会長、河井律子委員、久家幸雄委員、橋本洋子委員、川口佳代子委員、石田美知子委員、佐野裕委員、阿部さやか委員、武田真奈委員代理、山村昭子委員、山内友香委員
事務局　岩下コミュニティ文化課長、荒牧コミュニティ文化課芸術文化担当係長、
荒武主任主事、武内
中川教育振興課共育推進担当係長、島主任主事
内　容
１　開　会
２　委嘱状交付
令和６年度から委員に就任した石田委員、菊池委員２名に委嘱状を交付
３　コミュニティ文化課長あいさつ
４　委員自己紹介
新任委員２名より、自己紹介
５　会長選出
　　事務局より、以前、本市が大野城市子ども読書活動推進計画に基づき読書活動の推進を行っていたこともあり、前会長と同じく小学校の校長を務めている菊池委員を推薦。
⇒拍手多数により承認。
６　大野城市民読書活動推進計画について
事務局より、本日の流れ及び留意事項等について説明を行う。
「施策進捗状況シート」に沿って12の施策における主な取組ごとの「達成状況」 の確認を行い、特に検討が必要な事項等がないか意見等をいただく。

７　議　題
基本目標１　あらゆる世代の読書の推進
（１）乳幼児
　　　　① 絵本の紹介と保護者への啓発
　　② 読み聞かせの推進
　　　　③ 絵本の貸出の実施
→主な取組①～③に対する質疑、意見なし。
（２）小・中学生
　　　　① 本の紹介
　　　　② 読み聞かせ等の推進
　→主な取組①～②に対する質疑、意見なし。
③ 読書時間の確保
	河井委員
	「読書時間の確保」の取組として、図書館や家庭で個人としての読書時間を増やす取組を模索するとの記載が進捗状況シートにあるが、内容をもう少し明確にした方がいいように思う。



④ 読書活動の促進
	河井委員
	読書リーダー養成講座の評価は、養成した読書リーダーのその後の活動内容も含めて行うべきだと思う。

	島主任主事
	読書リーダーの基礎講座終了後、学校での実践活動や読書リーダーが一堂に会する交流会、発表会を実施している。それらの内容も含めて評価したいと思う。

	菊池会長
	読書リーダー養成講座の基礎講座の開催回数について、目標は３回であったのに対し、実際は２回であったとのことだが、２回で十分だったのか。

	島主任主事
	子どもや図書館司書が費やせる時間、会場を考慮した上で、まどかぴあと協議し、基礎講座の開催回数を２回とした。講座の質を維持するために、オリエンテーションの短縮などの工夫を行った。


⑤ 読書目標の設定
⑥ 調べ学習の促進
⑦ 保護者への啓発
→主な取組⑤～⑦に対する質疑、意見なし。
（３）高校生以上の学生
　　　　① 本の紹介
　　　　② 読書活動の促進
　③ 調べ学習の促進
→主な取組①～③に対する質疑、意見なし。
（４）社会人
　　　　① 読書活動の促進
→主な取組①に対する質疑、意見なし。
　② 生涯学習の促進
	菊池会長
	パスファインダーとはどのようなものか。

	森部副会長
	テーマに基づく調べ方の道案内である。子ども用のひらめきカードはあるが、大人用がまだ整っていない。

	山村委員
	ふるさと館が資料の閲覧環境を充実させているようだが、そのことを一般市民にどうやって周知しているか。

	岩下課長
	ホームページや心のふるさと館の機関紙であるここふるニュースにより周知している。

	菊池会長
	市民に知られていない可能性がある。

	阿部委員
	心のふるさと館のイベントに参加したことがある人は、ふるさとラボに入る機会があるので、ふるさとラボを知っていると思う。ただし、イベントに参加する人は小さな子どもが多く、ふるさとラボに設置されている資料は難しすぎるため、利用に繋がっていないかもしれない。

	岩下課長
	ふるさとラボに本がたくさん設置されていることを知ってもらうために、ふるさとラボをイベントに組み込んでいる。また、本以外にも絵画をふるさとラボに展示している。市民へのふるさとラボの周知に向けて、心のふるさと館と協議をしていきたい。

	河井委員
	心のふるさと館とまどかぴあ図書館が資料探索も含めて、総合的に連携するための仕組みづくりが必要だと思う。

	岩下課長
	心のふるさと館とまどかぴあ図書館は、イベント面では既に連携している。ただし、資料探索においては、連携できていない部分もあるので、心のふるさと館やまどかぴあ図書館と協議していきたい。

	菊池会長
	歴史に関する調べものに特化したページへのリンクを設置するなど、ホームページから調べものをしやすくなる工夫はできないか。

	岩下課長
	市のホームページは、様々な目的から利用されることを前提に作られており、一つの目的に特化させることは難しい。検索しやすいホームページを検討するという記載ではどうか。

	菊池会長
	目的に特化したページへのリンクを設置するだけでもいいとは思うので、検討していただければと思う。



（５）高齢者
　　　　① 読書活動の促進
② 生涯学習の促進
→主な取組①～②に対する質疑、意見なし。
（６）全世代共通
　　　　① 読書活動の促進
　　　　② 本の紹介
　　　　　→主な取組①～②に対する質疑、意見なし。
　　　　③ 情報発信の強化
	河井委員
	進捗状況シートに「ホームページ」の記載があるが、どこのホームページを指しているのかがわかりにくい。

	荒武
主任主事
	表記を見直す。



基本目標２　読書に親しむ環境づくり
（１）身近な読書活動の場の充実
　　　　① 図書館の充実
　　② 学校図書室の充実
→主な取組①～②に対する質疑、意見なし。
　　　　③ 地域貸出文庫の充実
	川口委員
	今年の４月から28文庫全てが常時開館されているので、利用人数を集計してもらいたい。


　　　　④ コミュニティセンターのコーナー充実
　　⑤ 気軽に読書・調べ学習できる場の充実
→主な取組④～⑤に対する質疑、意見なし。
　　　　⑥ 移動図書館の活用促進
	菊池会長
	進捗状況シートに移動図書館の出張を断念したことしか記載されておらず、なぜ評価が「期待通り」がわからない。出張のための予算を確保した点を記載するべきでは。

	荒武
主任主事
	ご指摘のとおり、予算の確保についても記載する。


⑦ 本を届けるサービスの実施
　　　　⑧ イベントの実施
　　　　　→主な取組⑦～⑧に対する質疑、意見なし。
　　　　⑨ 電子書籍サービスの導入・運用
	菊池会長
	タブレット休み時間に関係ないものを見る子がいるため、生徒がタブレットを自由に見られる環境にはなっていない。また、電子図書館の活用方法を児童に周知することが難しいということはご理解いただければと思う。

	荒牧係長
	児童の電子図書館のＩＤについては、児童のタブレット番号を利用しているが、そのことを伝えるのは難しいか。

	菊池会長
	児童はタブレット番号を意識していないと思う。

	荒牧係長
	工夫して周知していきたいと思う。

	菊池会長
	校長会でも伝えていく。



（２）資料の充実と効率的な活用
　　　　① 資料の充実
　　　　② 団体貸出の促進
　　　　　→主な取組①～②に対する質疑、意見なし。
　　　　③ 図書の再活用
	河井委員
	進捗状況シートにまどかぴあ図書館の除籍資料の配付への参加団体数が年々減少していることしか記載されていないので、除籍資料の再活用ができていることも記載した方がいいと思う。

	森部副会長
	市内の公共団体に優先的して除籍資料を配付し、そこで残ったものを市民の方に配付した。

	岩下課長
	再活用できていることを考慮し、計画通りに進められているという表現に改めたい。



（３）読書バリアフリーの推進
　　　　① 館内設備の充実
　　　　　→主な取組①に対する質疑、意見なし。
　　　　② バリアフリー資料の充実
	山内委員
	拡大読書器とともに、音声についてのサービスの情報提供もあるといいと思う。コミュニケーションボードについて、実際の利用状況をお尋ねしたい。

	森部副会長
	頻繁ではないが利用はある。まどかぴあ図書館においては、デイジー図書は導入できていない。朗読ＣＤはあるので、情報提供できるようにしていきたい。

	菊池会長
	進捗状況シートに記載されている「福岡県立図書館のバリアフリーサービスに関する情報提供を行えるようサービスの把握に努めた。」とはどういうことか。

	荒武
主任主事
	県立図書館のサービスを常に把握し、必要な方に県立図書館のサービスを案内できるようにしたということである。

	菊池会長
	県立図書館のサービスをまどかぴあ図書館にも取り入れるように思われる可能性があるので、表現を変えたほうがいいのでは。バリアフリー資料の充実は目標を上回っているので、期待以上としていいと思う。


　　　　③ バリアフリーサービスの充実
　　　　④ 多文化サービスの充実
→主な取組③、④に対する質疑、意見なし。
基本目標３　読書ネットワークの充実
（１）身近な読書活動の場の充実
　　　　① 相談窓口の充実
　② 時代に即した連携のあり方の検討
	菊池会長
	相談窓口及びレファレンスサービスの年間受付件数の実績が目標値を上回っている。期待以上でもいいと思う。



（２）読書活動を支える人の活動の活性化
　　　　① 図書館司書のスキルアップ
　　　　② 学校司書活動の充実
→主な取組①、②に対する質疑、意見なし。
　　　　③ 保育士・幼稚園教諭等のスキルアップ支援
	河井委員
	保育園は研修に参加できなかった。確かに日常業務で読み聞かせはしているがそれでスキルアップできるわけではないので、研修は受けなくてはいけないと思う。達成状況は、期待以下ではないか。

	佐野委員
	読み聞かせ業務としては行っていて、重要性も感じている。スキルアップの機会があるなら推進していきたい。市内で複数回開催される研修があれば、就業時間中の研修参加も可能かと。

	菊池会長
	保育園等でオンラインで研修を受けられる環境はあるのか。

	佐野委員
	今のところはない。読み聞かせは、研修に出向くのが習得率が高いと思うが、どうしてもカバーできないものはオンラインでもいいとは思う。

	菊池会長
	参集型とオンラインのハイブリッドだと、より研修への参加を促すことができると思う。

	岩下課長
	進捗状況シートの記載がオンラインに特定したものになっているので、幅を持たせた表現に改めたい。


　　　　④ 読書ボランティアの育成
	石田委員
	ボランティアに関する３種の講座をかなりの人数の方が受けられたということだが、受講者のボランティアへの加入状況はわかるか。

	森部副会長
	６月にボランティア入門講座を行っており、翌年の２月頃に受講者に対し活動状況の調査を実施した。受講者のうち９人程はボランティアに加入している。ただし、受講者の中には、どこのボランティア団体に所属すればいいかがわからない人もいるようだ。

	岩下課長
	ボランティアのネットワークをつくり、ボランティアの相互補完やボランティアへの加入の相談ができるようにするための取組を進めている。


　　　　⑤ 読書ボランティア人材の発掘
	久家委員
	ボランティアの募集に対して、どの程度の反響があったのか。

	荒武
主任主事
	市を通さずに、直接各団体へ問い合わせされるので、市ではどの程度の反響があったのかがわからない。

	阿部委員
	市内のボランティアの人数の増減を知りたい。人を確保するのが大変であり、他のボランティアと連携して足りないところは助け合うことも必要だと思う。高齢で夏冬にボランティア活動の場に来るのが難しいという声も聴く。

	荒武
主任主事
	市では、ボランティアの具体的な人数を把握できていない。現在ボランティアのネットワークづくりを進めている。ボランティアの知恵を借りながら、問題に対処できる環境をつくっていきたい。


　　　　⑥ 読書ボランティア活動の活性化
　　　　⑦ 読書ボランティアの交流の場と協力体制づくり
→主な取組⑥⑦に対する意見等はなし。
（３）市民交流の創出
　　　　① 市民が参加できるイベント等の実施
	[bookmark: _Hlk176881661]山内委員
	ペットボトルキャップの回収事業は単発なのか。

	橋本委員
	回収ＢＯＸは常時設置しているが、イベントとしては単発で実施した。このイベントにより新しい本が14冊寄贈された。



[bookmark: _GoBack]８　閉会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上
